



















































































































































































『ヒイデスの導師』 （信心録、ローマ字本。一五九二年［文禄元年］天草の学院で刊行）『コンテンツ ・ムンヂ』 （信心書、ローマ字本。一五九六年［慶長元年］天草の学院で刊行）
などであり、 “ヒロゾフォ” （
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体制思想としてのドイツ哲学」 『近代日本の哲学』 〔増補版〕所収、勁草書房、昭和四十六年五月） 。
明治二十六年（一八九三）カルル・ロベルト・エドゥアルト・フォン・ハルトマン（一八四二～一九○六、ドイツの哲学者）の紹介によって、
















niversalia i インn r レe と答えたら、こんどは
































発行高は、千数百部であった（ 「日本哲学の現況」 『哲学会雑誌』第三冊第二十七号所収、明治二十二年五月） 。
これが当時のわが国の哲学界の状況であった。スペンサーやミルの著述などは、




























































































































































































































































































































































































































































































































































































その後、さらに田辺元（哲学） 、和辻哲郎（倫理学） 、天野貞祐（西洋哲学史） 、小島祐馬（シナ哲学史） 、






























































































































































































































































































































































































































































































学を専門とした。藤井健治郎（一八七二～一九三一、明治 大正期の倫理学者）は、早大教授をへて、大正 年（一九一三）以後、京大教授となり、倫理学を講じ のち観念論的立場からマルクス主義を批判した。
西田幾太郎（一八七○～一九四五、明治期から昭和期にかけての哲学者）は、石川県のひとである。第四高等中学（のちの四高）に入学するが、


























































新人会…………………………………………東京帝国大学（大正七年十二月）建設者同盟 早稲田大学（ 正八年九月）社会思想研究 第一高等学校（大正八年？月）暁ぎょうみん
民会…………………………………………早稲田大学（大正九年五月）
学生連合会……………… 全国の大学・ ・専門学校二十六校の連合（大正十一年十一月）































































































































































































































































































































































































































































る。東亜新秩序の建設は、世界史的意義をもっており、われわれはあらゆ ものをこれと 関連で たちばから考える必要がある、という。戦時下の生活でいちばん大切なものは秩序であり、また警戒を要するものは、流言だ いう。新秩序戦はそ 性質上 長期化すること 覚悟し、国民の任務にさ ごまで忠実であれば勝利がえられる、と説いている。
このように太平洋戦争の前後に、西田や田辺や三木といった京都学




















































は円滑にいかなく るのだが、以下に記すも は、 時下
─
昭和十六年（一九四一）と同十七年（一九四二）の各官立・私立大学における哲学


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































eligion innerhalb der G




























































orality and the tw











































































































































































































































































































es deux sources de la m
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人、白系ロシア人であった 建国大学は、日本の“帝国大学”に 相当する最高 府と喧伝さ 、そこを出れば将来高級官僚になれる途が保証されていた。学費は不要のうえ、毎月五円の小づかいがもらえたから、学費に窮する貧しい家庭の優秀な生徒が受験を勧められた。


















































































義を「わたしの文理大における講義は、ハイデッガーに始まり、ハイデッガーに終った」といってしめくくって停年退官した（ 『東京教育大学百年史』日本図書文化協会 昭和五十三年七月） 。下村寅太郎は自著『自然哲学』や『科学史の哲学』で学界の推賞をえた。田中美知太郎はギリシャ哲学を専門とし、とくにプラトン 研究で知られ、宇井伯壽はインド思想の大家であった。東京帝大に比肩しうる哲学者の温床は、東京文理科大学であった。
文理大の哲学教室は、太平洋戦争に突入すると、研究活動は一時低調化したが、敗戦後早々に立ちなおりをみせた。池上は論理学や認識論を専門とし、フッサール哲学の日本へ 紹介者のひとりであった。京都学派の中心をなす京都帝大には、田辺元を中心に






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































『理想』所収、昭和四年七月） 。日本の哲学に欠けていたものは、自主性であった。日本の哲学者は、長期間ドイツ哲学に年期奉公してきた。哲学の論文といえば、何か高尚なものに聞えるが、その中味 るやドイツの哲学書からの引用で充たされ、日本人が書いたものからの引用 なかった。日本人
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五郎（一九○一～八三）は、敗戦の翌年（昭和二十一年） 「日本イデオロギイ論」 （ 『思潮』第一巻第一号所収、昭森社、





































































































上かって見られぬほどの流行をしめした。岩波書店が西田幾太郎の『善の研究』を再刊したとき、売り始めの午前八時の予告にたいして、前日の夕方から顧客が書店のまえに長い行列をつくった。そして予定の三千部をたちまち売りつく 。また中部のある地方の国民学校の教師たちは、前年にでた雑誌『思想』 「西田哲学特輯号」の謄写版ずりを何十部か何百部かをつくり、同好の人びとのあいだに配ったという（真下信一「哲学を求める心」 、 朝日評論』第四巻第五号所収、昭和二十二年五月） 。
なぜこのように哲学が求められたのか。そのわけはどうも終戦後の日本社会が“敗戦”といった決定的な出来ごとを通して、革命的な価値転倒































井上哲次郎（一八五五～一九四四、東京帝大教授）………… もとより西洋哲学を研究する必要 あるが、東 哲学 ま 軽視す

















インドの思想をそ まま解することはひじょうにむずかしい。日本化ということは、われわれ日本人の人情 適し、したがってわれわれの生活に適するということになる。水をじぶんの腹 適せぬほど
（102）113


















動くであろう。われわれ日本民族は、今後一独立国の国民として、生き抜 ことができるかという課題を世界史的に解決することになるであろう（務台理作「日本今後の哲学」 、 『展望』一月号所収、筑摩書房、昭和二十一年一月） 。
下村寅太郎（一九○二～九五、東京文理科大教授）……………………………………哲学は本来西洋に起源をもつものであっても、それが世界性をもつ












































































































































































































































































67）宮西一積著『近代思想の日本的展開』 福村書店、昭和三十五年五月） 、 五三頁。
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endencies in Japan (D
ie P
hilosophischen T
endenzen in Japan), p.4　
これは桑木厳翼教授が、大正十五年（一九二六）九月十七日―ハーバート大学における「第六回
　
国際哲学会大会」において講演したときの草稿。
